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認知症サポーター100万人キャラバン

くるくる来訪者の皆様へ!!

今年も暑い夏の到来です。熱中症に気

をつけて下さい。

厚生労働省《認知症サポーター100万

人キャラバン》推進!!

「認知症サポート養成講座」に参加

し、認知症サポータになりませんか？

以前「JA東京みらい」主催の講座に出

席しました。

当自治会も研修会等を実施して、今後

の高齢化社会を行政、地域包括セン

ター等と協働して、お年寄りに住み良

い地域社会づくりに貢献したいと思っ

ています。

講座の内容をご披露し、皆様方の積極

的なご参加を期待致します。

←オレンジリングは認知症サポーターの証

１、認知症サポーターとは。

認知症サポーター養成講座を受

講し、認知症についての知識や

理解を深めて頂いた方々のこと

です。日常生活の中で、認知症

の方が困っているのを見かけた

ときに声をかける等、ちょっと

した心配りをする方です。又、

認知症の人や家族を応援者で

す。

２、認知症サポーターの役割。

�地域で暮らす認知症の人やそ

の家族の生活を商店、企業、交

通機関、記入機関等、各々の生

活場面において直接サポートす

る。

�地域で生活する認知症高齢者

と様々な社会資源と繋げる窓口

となることなど。

３、認知症とは。

脳に起こる病気によって、『記

憶する』、『時・場所・人等を

認識する』、『計算する』など

の認識能力が低下し、日常生活

を送ることが困難になる状態の

ことです。又、認知症は、高齢

期には誰でも起こる可能性があ

ります。尚、加齢による『もの

忘れ』とは異なります。

４、認知症の症状。

�記憶障害：さっき聞いたこと

も、見たことも忘れてしまいま

す。忘れたことも気付かず何度

も同じことを言ったり聞いたり

しますが、認知症の人は毎回は

じめて聞くことなのです。

�見当識障害：今が『いつ』で

自分が『どこ』にいるか、目の

前のいる人が『誰』かが分から

なくなり、不安な気持ちになり

ます。

�判断力の障害：考えをまとめ

るのに時間がかかります。

�実行機能障害：今までできた

ことができなくなります。具体

例として、家電や自販機などが

使いこなせなくなります。

�行動・心理症状：大事な物を

自分でしまい込み、しまったこ

と自体を忘れる。

�性格、環境、身体状況を具体

的に言うと、自立心が強い。子

どもに世話や迷惑をかけたくな

い。その結果、行動、心理状況

として現れると『家族が、わた

しの大事な物を盗んだ！』と言

う。

５、対応として。

�物を取られた妄想の方には、

一緒に探す。

�認知症によって困っている事

があれば、できないこと、わか

らないことをさりげなく手助け

して下さい。押し付けず、急が

ず、その人のペースで。

�本人にも自覚があることを

知って下さい。自分がこれまで

とは違う事に最初に気付くこと

は本人です。

本人にも『認知症かもしれな

い』という自覚があることを

知って下さい。それを理解して

対応することが大切です。

６、家族にも支援。

家族が様々な葛藤の中で認知症

と向き合い、認知症の人を支え

ていくためには、家族に対して

も周囲の理解と支援が必要で

す。認知症の介護は長丁場で

す。息抜きをし、愚痴を言い合

える場所や認知症をオープンに

し、支援を求められる環境も大

切です。

７、今後の取組方針。

医療・福祉分野のサービス等の

充実・強化を図る共に住民・企

業・多様な社会資源の参加を通

じて、地域の中で生活を『面

的』に支える仕組み作りが大切

である。

感想として、認知症の人への心

構えとして、

《三つの『ない』》

�驚かせない。

�急がせない。

�自尊心を傷つけない。

更に、具体的な対応の７ポイン

トについて。

�まずは身守る。

�余裕思って対応する。

�声をかけるときは１人で。

�後ろから声をかけない。

�相手に目線を合わせて優しい

口調で。

�おだやかにはっきりした滑舌

で。

�相手の言葉に耳を傾けてゆっ

くり対応する。

今後、高齢者が増加してくるの

で、高齢者が、「住み馴れた、

顔見知りの仲間がいる」地域で

「不安がなく、安心、安全に」

過ごすために、行政、介護、医

療、福祉、企業、職場、地域の

人々が、協力して、支えていく

ネットワーク『介護から快護

へ』が大切であると思いまし

た。

尚、本内容は、当日の講師（JA

東京中央会生活広報部）竹内考

査役の資料・厚生労働省「認知

症サポート養成講座」資料に基

づいています。

手首にオレンジリングを付

けている方は認知症サポー

ターです！

外出時、困った時はこのオレン

ジリングをつけた方に一声おか

け下さい。
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